
 （２） 奈 良 市 の 下 水 道 事 業 の 概 要 に つ い て 
 

平成２６年８月２６日 

奈良市企業局下水道部 

 
 平城浄化センター 



１．下水道事業の種類 
  
  汚水処理施設      法令上の下水道    公共下水道   公共下水道（狭義） 
                   
                 農業集落排水施設   流域下水道   特定公共下水道 
                   
                 合併処理浄化槽     都市下水路   特定環境保全 
                                             公共下水道 
                 その他（コミュニティ・プラント等） 
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２．奈良市の下水道事業の概要 
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３．下水道建設事業の概要 
  
 管渠布設工事の種別 
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浸水対策事業（合流区域） 
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平城浄化センター           青山清水園処理場           佐保台浄化センター 

 

 

 

 

  

  

 

 

    

 

月ヶ瀬地区浄化センター        精華地区浄化センター         田原地区浄化センター 
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東部第１地区浄化センター       東部第２地区浄化センター        尾山地区処理場 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

石打地区処理場             長引地区処理場 
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資 料 

 

奈良市の公共下水道（平成２６年４月１日現在） 

 

行政面積  27,684ha 

人口 364,326 人（男：171,773 人 女：192,553 人）           （  ）内は，都市計画決定の値． 

世帯 157,276 世帯 

                                                           (470) 

計画決定 8,112.51ha      木津川流域         511.77ha       平城処理区     311.00ha(311) 

(6,704)                大和川上流流域第一処理区 7,600.74ha       佐保台処理区     74.30ha(74) 

                               (6,234)        青山処理区     84.47ha(85) 

                                        西部処理区(月ヶ瀬）42.00ha(0) 

 

事業認可 6,652.31ha      木津川流域         489.82ha      平城処理区     311.00ha 

                大和川上流流域第一処理区 6,162.49ha      佐保台処理区    52.35ha 

                                        青山処理区     84.47ha 

                                        西部処理区（月ヶ瀬）42.00ha 

 

 

整備状況 
行政人口 

（人） 

処理人口 

（人） 

水洗化人口 

（人） 

処理面積 

（ha） 

認可面積 

(ha) 

整備率 

（％） 

普及率 

（％） 

水洗化率 

（％） 

H25 年度末 364,326 331,843 313,260 4,973 6,652 74.8 91.1 94.4 

H26 年度末予定 363,383 331,229 314,005 4,976 6,652 74.8 91.2 94.8 
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奈良市公共下水道整備状況（平成２６年４月１日現在） 

項目 大和川 青山 平城 佐保台 月ヶ瀬西部 計 

全体計画（ha） 7,600.74  84.47  311.00  74.30  42.00  8,112.51  

都市計画決定（ha） 6,234  85  311  74  ― 6,704  

事業認可区域（ha） 6,162.49  84.47  311.00  52.35  42.00  6,652.31  

計画人口（人） 308,809  5,000  22,300  2,400  930  339,439  

計画 
 

管渠延長 
 

（m） 

汚水 926,547  12,322  54,505  9,249  14,734  1,017,358  

雨水 23,541  14,956  46,262  10,245  0  95,003  

合流 200,060  0  0  0  0  200,060  

計 1,150,148  27,278  100,767  19,494  14,734  1,312,421  

行政区域内人口（人） 364,326  

整備率（面積） 
処理区域面積（A) 事業認可面積（B) 整備率＝（A)/（B) 

4,973ha 6,652ha 74.8% 

普及率 
処理区域人口（A) 行政区域人口（B) 普及率＝（A)/（B) 

331,843人 364,326人 91.1% 

    

水洗化率 
水洗化人口（A) 処理区域人口（B) 水洗化率＝（A)/(B) 

313,260人 313,843人 94.4% 

整備率 
 

（延長） 

実施済管路延長（A) 計画管路延長（B) 整備率＝（A)/(B) 

汚水 941,828m 1,017,358m 92.6% 

雨水 94,659m 95,003m 99.6% 

合流 190,703m 200,060m 95.3% 

合計 1,227,190m 1,312,421m 93.5% 
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農業集落排水処理施設の概要 

  
精華地区 

浄化センター 
田原地区 

浄化センター 
東部第１地区 
浄化センター 

東部第２地区 
浄化センター 

尾山地区 
処理場 

石打地区 
処理場 

長引地区 
処理場 

所在地 高樋 475-1 此瀬町 34番地 
下狭川町 
1718-3 

柳生下町 406-1 月ヶ瀬尾山 2098 月ヶ瀬石打 1 月ヶ瀬長引 64-3 

供用開始 H13.7 H17.1 H19.3 H21.9 H2.5 H3.4 S62.4 

敷地面積（㎡） 1,880  3,952  2,550  2,598  400  1,027  1,530  

計画人口（人） 1,470  2,100  2,610  2,430  770  660  240  

計画処理能力 
（㎥/日） 

397  567  705  657  254  218  79  

汚水処理方式 
鉄溶液注入連続流入間

欠ばっ気方式 
鉄溶液注入連続流入間

欠ばっ気方式 
鉄溶液注入連続流入間

欠ばっ気方式 
鉄溶液注入連続流入間

欠ばっ気方式 
JARUSⅢ型 JARUSⅢ型 JARUSⅠ型 

放流先 菩提仙川 白砂川 白砂川 布目川 老間川 長谷川 名張川 

公共処理施設の概要 

  青  山  清  水  園 平 城 浄 化 セ ン タ ー 佐保台浄化センター 
月 ヶ 瀬 地 区 
浄 化 セ ン タ ー 

所   在   地 青山一丁目 6 朱雀三丁目 13-1 佐保台三丁目 902-7 月ヶ瀬月瀬 398-1 

供  用  開  始 昭和59.4.1 平成2.8.1 平成8.4.1 平成4.10.1 

敷 地 面 積 （m2） 6,895.04  12,370.2  4,496  684  

計 画 人 口 （人） 5,000  22,300  2,400  930  

計画処理能力 
（m3/日） 

2,330  11,200  1,184  391  

汚 水 処 理 方 式 
標準活性汚泥法 
＋三次処理 

標準活性汚泥法 
＋三次処理 

標準活性汚泥法 
＋三次処理 

オキシデーションディッチ法 

放    流    先 鹿川―木津川 渋谷川―木津川 鹿川―木津川 清水川―名張川 
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公共下水処理施設汚水中継ポンプ場の概要 

  
朱雀汚水 

中継ポンプ場 
奈良北汚水 
中継ポンプ場 

中登美ヶ丘汚水 
中継ポンプ場 

所在地 朱雀四丁目 5-11 佐保台西町 165 中登美ヶ丘三丁目 1994-9 

敷地面積（㎡） 1,791.78  723.44  1,425.16  

処理区域 平城処理区 平城処理区 佐保川第４処理分区 

揚水量（㎥/分） 10.0  0.9  4.0  

主要施設機器 

沈砂池2室 
ポンプ室地上1階地下2階 
(延床675㎡) 
ポンプ口径φ 200×4台ほか 

沈砂池1室 
ポンプ室地上1階地下1階 
(延床94.6㎡) 
ポンプ口径φ 80×3台ほか 

沈砂池2室 
ポンプ室地上2階地下1階 
(延床444.8㎡) 
ポンプ口径φ 150×5台ほか 
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農業集落排水事業について(平成26年4月1日現在) 

A B C D E F=E/D G H I=H/A J=G/B 

処理区 
採択 
地区 

集落名 
採択 
年度 

事業 
年度 

計画 
人口 
（人） 

処理 
対象 
戸数 
（戸） 

処理 
対象 
面積 
（ｈa） 

全体 
管路 
延長 
（ｍ） 

整備済 
管路 
延長 
（ｍ） 

管路 
進捗 
率 
（％） 

水洗便所
設置戸数 
（戸） 

水洗便所
人口 
（人） 

水洗化率 
 

（％） 

水洗化 
戸数 
（％） 

総事業費 
（百万円） 

平成２５年度
までの事業費
（百万円） 

月ヶ瀬 
長引 

月ヶ瀬長引 月ヶ瀬長引 S59 
S59 
～ 
S61 

240 45 23 3,190 3,190 100 45 156 100 100 143.4 143.4 

月ヶ瀬 
尾山 

月ヶ瀬尾山 月ヶ瀬尾山 S61 
S61 
～ 
H2 

770 130 25 5,761 5,761 100 130 395 100 100 404.8 404.8 

月ヶ瀬 
石打 

月ヶ瀬石打 月ヶ瀬石打 S63 
S63 
～ 
H3 

660 160 24 6,740 6,740 100 160 494 100 100 428.5 428.5 

精華 

椿尾 北椿尾・南椿尾・菩提山 H5 

H5 
～ 

H13 
1,470 328 44 21,316 21,316 100 241 667 66 74 2,042.9 2,042.9 

中畑 
高樋・虚空蔵・興隆寺 

中畑・米谷 
H6 

田原 田原 

横田・茗荷・矢田原 
南田原・中之庄・中貫 
日笠・沓掛・此瀬・和田 
須山・田原春日野 

H７ 
H７  
～ 

H１６ 
2,100 465 49 29,511 29,511 100 290 722 52.3  62.3 2,489.6 2,489.6 

東部第１ 東部第１ 
須川・阪原・大柳生 
西狭川・狭川東 
狭川両・下狭川 

H９ 
H９ 
～ 

 H２１ 
2,610 586 65 35,553 35,553 100 422 1285 62.5  72 2,774.0 2,774.0 

東部第２ 

東部第２－１ 柳生・柳生下・興ヶ原 H16 
H16 
～ 

H26 
2,430 401 80 36,735 35,285 96.1 155 417 26.2 77.4 

1,105.9 1,105.9 

東部第２－２ 大保・水間・邑地・丹生 H21 1,810.0 1,293.0 

計 10,280 2,115 310 138,806 137,356 99.0 1,443 4,136 40.2 68.2 11,199.1 10,682.1 
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第 36回上下水道事業懇談会 下水道事業の課題について 

 

１．下水道施設長寿命化事業について 

（１）管渠 

 耐用年数５０年以上を経過した管渠は、現在約３０ｋｍ、１０年後には約２００ｋｍに 

 管渠の老朽化に合わせたペースで事業を進めるには、膨大な事業費と人員が必要 

 国のインフラ長寿命化基本計画に沿って、下水道施設の長寿命化等について中長期的な計画

を策定していく必要有 

 

   

 

 

 

    施行前              施工後 

       

 

（２）マンホール蓋 

 耐用年数は、車道では１５年と短く、２倍の３０年を経過した蓋でも、約１５０００箇所有 



 現在、長寿命化計画による蓋の取替えを進めているが、老朽化には追いつかない状況 

   

 

  

（３）処理施設 

 公共下水道単独処理施設は、機械・電気設備の機器類については大半が耐用年数を経過 

 平城浄化センターについて機器長寿命化事業に着手するも、事業費捻出に苦慮 

 他の処理施設、ポンプ場についても機器更新を進めていく必要が有、今後経営状況を圧迫 

 

２．下水道未普及地の管渠布設整備事業について 

下水道の普及率（処理区域人口／行政区域人口）  ９１．１％（平成２５年度末） 

未整備区域の状況 

・私道   

・他の埋設物で下水道を布設するスペースがない道路や地形の形状により下水の流下が困難な区域、

道路交通上、規制が困難な道路 

・家屋がまばらな区域 

 ・今後について、限られた予算の中で、コスト縮減を図りつつ効率的な下水道整備 

 

３．浸水対策について 

・集中豪雨による浸水被害の軽減、解消のため、下水道については、旧市街地の合流区域において、

下水道管渠の建設整備 

 現在施工中 芝辻増強幹線（別図参照） 

・今後について、最近の地球温暖化の影響等によるゲリラ豪雨への対応 

 

４．経営の健全化について 

○奈良市下水道事業経営改善について（提言） 

下水道事業経営改善のための施策 

（１）管渠・ポンプ場・処理場の維持管理費のコスト縮減の推進 

（２）流域下水道維持管理等市町村負担金の見直し 

（３）使用料徴収事務取扱費負担金の見直し 

（４）人件費の縮減 



（５）地方債償還費の縮減 

（６）下水道整備コスト縮減及び長寿命化支援制度の活用 

（７）使用料の徴収率の向上 

（８）接続の徹底 

（９）公費負担の検討 

（10）適正な下水道使用料の設定 

（11）企業会計導入の必要性 

平成２４年８月に奈良市下水道事業経営改善検討委員会（伊藤忠通委員長）よりご提言をいただきました。 

 

 

○平成 26年度下水道事業会計予算 

 

               他会計補助金4.1億円    その他2.4億円  

         

 収益76.6億円 

 

 

 費用83.6億円 

             

  

 

使用料収入45.9億円 

 

  長期前受金戻入 

24.2億円 

 純損失 

7.0 

億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去に行った投資に関するもの  

 

流域下水道維持

管理等負担金 

23.0億円 

その他 

8.7億円 減価償却費 

40.2億円 

 

  

                支払利息9.4億円  人件費2.3億円 

 

 

 



全　体　工　事　位　置　図
（工事総延長　　L=１４２０ｍ）

別　　　　　図

No.3

特殊分水人孔

No.2-1新設人孔

No.1新設人孔

発進作業基地

No.0

既設人孔

No.2-2新設人孔

既設人孔

下水道管φ1.0ｍ
下水道管φ1.0ｍ

下水道ＶＵ管φ0.3ｍ

A路線 推進・シールド併用工法φ1000㎜ L=781m
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